
 

 

●外部評価シートの様式の見方について 

外部評価シートの項目 内容 

施策キーワード 施策の見出しと各施策が協働のもとでめざす姿（状態） 

Ａ 成果指標  

 成果を示す指標（KPI） 施策が達成された状態を表す指標。 

進展度 第３次基本計画では、各施策における取り組みの成果を定量的に示す目標値（KPI）を設定することで、計画に沿った実行が出来ていたのかを検証する。 

目標達成状況は、 ①増加を目指す指標の場合…令和３年度実績値÷令和３年度目標値 

② 減少を目指す指標の場合…令和３年度目標値÷令和３年度実績値 

③ 累積値を目標値に設定する場合…（令和３年度実績値－計画策定時の値）÷（令和３年度目標値－計画策定時の値） 

指標の達成状況。達成状況により、「◎」「○」「△」「×」で判定。 

進展度 目標達成状況により算出 

◎ 進んだ １００％以上 

〇 ある程度進んだ ８５％以上１００％未満 

△ あまり進まなかった ７０％以上８５％未満 

× 進まなかった ７０％未満 

― 不明 (令和３年度目標値または実績値なし) 
 

Ｂ 事務事業の効果検証  

 課題 成果指標（KPI）の目標値等、実現すべき姿との「差」及び「原因」を記載。 

事業の進捗 基本事業単位毎に各施策担当部局による自己評価を記載。 

・完了 

・計画通り進めている 

・やや遅れている 

・遅れている 

・未実施 

・その他（       ） 

セルが赤色：「Ａ 成果指標進展度」の評価＜「Ｂ 事業の進捗」の評価 

セルが青色：「Ａ 成果指標進展度」の評価＞「Ｂ 事業の進捗」の評価 

Ｃ① まちづくりアンケート調査結果 まちづくりアンケート結果（令和３年度）による満足度と参画度を記載。 

Ｃ② まちづくりアンケート調査結果（各分野別） まちづくりアンケート結果（令和３年度各分野別）による満足度と参画度を記載。 

 

 

 



 

 

●外部評価シート 修正箇所一覧について 

施策

№ 
施策ｷｰﾜｰﾄﾞ 基本事業 修正箇所 修正コメント 

重点施策の表示   セルが緑色：重点施策の施策キーワード及び基本事業 重点施策（７） 

・1-6 子育て・少子化対策 

・2-1 危機管理 

・3-4 中心市街地活性化 

・5-3 学校教育 

・5-4 教育環境 

・7-4 広域連携 

・7-5 デジタル自治 

1-2 医療 地域医療 「Ａ 成果指標進展度」の「進展度」を「×」⇒「△」に修正。 事務局の計算ミスによる修正です。 

1-3 健康づくり 健康増進 「A 成果指標進展度」の「Ｒ３年度実績値」を記入。 

健康寿命 男性 82.94 歳 女性 86.30 歳 

担当課より指標の提示がありました。 

3-4 中心市街地 中心市街地の商業の活性化 「A 成果指標進展度」の「進展度」を「×」⇒「◎」に修正。 積み上げの指標として評価を修正しました。 

3-4 中心市街地 中心市街地の商業の活性化 「B 事務事業の効果検証」の「事業の進捗」のセルの着色を「赤

色」⇒「色なし」に修正。 

「成果指標進展度」の「進展度」を見直したことによる修正です。 

５－５ 生涯学習 子ども読書活動 「A 成果指標進展度」の「Ｒ３年度実績値」を「102,282 冊」⇒ 

「123,497 冊」に修正。 

担当課より実績値の修正がありました。 

５－５ 生涯学習 青少年健全育成 「B 事務事業の効果検証」の課題を修正。 担当課より事前質問を受け、課題の内容を見直しました。 

7-1 広聴広報 情報公開・個人情報保護 「B 事務事業の効果検証」の「事業の進捗」のセルの着色を「色

なし」⇒「赤色」に修正。 

事務局の着色もれによる修正です。 

7-5 デジタル自治 デジタルトランスフォーメーション 「B 事務事業の効果検証」の「事業の進捗」のセルの着色を「色

なし」⇒「赤色」に修正。 

事務局の着色もれによる修正です。 

 



１．健康・福祉

成果指標進展度 Ｂ　事務事業の効果検証

共助のしくみづくり 地域福祉ネットワーク会議 開催数　 回 52 47 60 △
新型コロナウイルス感染症の影響もあり従来どおりの開催が出来なかった。オンライン等を活用出来た地域とそ
うでない地域により、開催回数に差が出た。

計画通り進めている

包括的な相談支援 関係機関や地域等との連携回数　 回 4726 4756 増加 ◎ 虐待通報が多いため優先的に会議を開催しなければならず、虐待事案以外の会議開催が十分にできていな
い。

計画通り進めている

複雑なケースの解決割合　 ％ 79.7 74.4 80％以上 ○

社会とのつながりや参
加の支援

就労・増収率　 ％ 68.7 38.8 70％以上 ×

指標はR２年度実績値(69％)からR３年度実績値（38％）、達成度は99%から55％に低下した。就労支援の必
要なケースが増加したが就労に至るケースが減少したことが要因である。有効求人倍率は改善しつつあるもの
の、R3年度は新型コロナに関する緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の適用期間が長期間となったため、
求職活動そのものが困難であったことがその原因として推測される。

遅れている 傾向
・参画度が低い。
・３０歳以上５９歳以下の満足度がやや低い。
・３９歳以下の参画度が低い。

救急医療 救急患者受入率　 ％ 97 97 98 ○

・市内完結型の二次救急医療体制の構築が、将来的な課題である。
・応急診療所は市直営でありながら、現場に市職員不在の状態で365日運営しており、連日、夜間・休日の緊急
時に備える必要がある。
・応急診療所の看護師について、安定した運営のために継続的な看護師の確保が必要である。
・応急診療所の移転について、限られた期間内に各種手続や作業を終える必要がある。

その他
（単年度の受入率を目標
としている。概ね達成。）

在宅医療 多職種間連携の意識　 ％ 33 33 50 × 身寄りのない方が救急搬送された際に、時間帯によっては帰宅する手段がなく、帰宅が困難となる。 やや遅れている

地域医療 取り組んでいるプロジェクト数　 回 4 4 5 △
・医療や介護リスクが高まる７５歳以上人口の増加に伴い、入院から在宅医療への移行が求められており、安心
して在宅医療を選択できる環境整備を進める必要がある。
・地域包括ケアシステムの推進に向け、看護師等医療人材の確保・育成が課題である。

その他
（単年度のプロジェクト数
を目標としている。概ね達
成。）

上野総合市民病院 在宅復帰率　 ％ 94 91.8 90％以上 ◎
放射線科医など不足している医師及び看護師の確保
看護師２交替制への移行
新型コロナウイルス感染症への感染対策の継続

計画通り進めている 傾向
・参画度が低い。
・60歳以上69歳以下の満足度、参画度ともに低い。

健康増進 健康寿命　 男性 歳 82.60 82.94 延伸 ◎
健康寿命の延伸を目指して事業を継続しているがコロナ禍において地域での出前講座や健康相談の機会が
減っている。コロナ禍での受診控えもありがん検診の受診率が低い。また、受診結果で要精密検査となった際の
受診率が低い。

その他（現時点では未）

健康寿命　 女性 歳 85.88 86.30 延伸 ◎

生活習慣病予防及び
重症化予防

特定保健指導率　 ％ 7.2 13.5 15.0 ○ 特定検診の結果により特定保健指導や糖尿病性腎症予防事業の対象者を抽出し参加を呼びかけるが参加率
が低い。

計画通り進めている

若い世代からの健康づ
くり

健康づくり事業協力機関数　 機関 182 192 220 ◎ 健康マイレージ事業等の健康づくり事業の認知度が低い。若い世代へ情報を届ける方法の検討が必要。
計画通り進めている 傾向

・満足度は比較的高い。
・60歳以上の満足度、参画度ともに高い。
・30歳代の参画度が低い。

保健事業と介護予防の
一体的実施

要介護認定を受けていない人の割合 ％ 79 79 上昇 ◎

高齢者人口の増加はピークを超えているが、そのうちの後期高齢者人口の占める割合はしばらく増加を続ける。
後期高齢者は介護の需要が高く、介護認定率が年々増加することが予想される。介護予防、疾病予防事業を進
めることで、介護認定率の増加に歯止めをかけることができる。令和3年度は新型コロナ感染症拡大防止のた
め、ポピュレーションアプローチの一部事業を中止せざるを得ず、0.02ポイント目標を下回った。

やや遅れている

認知症対策 認知症サポーター数　 人 7,170 7,952 8,700 ◎ 講座開催のニーズは高まっているが、新型コロナウイルス感染対策による延期・中止が相次いでいる。 計画通り進めている

地域自立生活支援 緊急通報システム 貸出数　 人 163 164 200 ×
申請時に支援者登録が複数人必要であるが、一人暮らしの高齢者が対象であるため、支援者等が見つかりに
くい。

計画通り進めている

介護保険サービス 地域密着型サービス事業所数　 か所 32 30 37 × 前期計画から整備計画に掲げている特定の地域密着型サービス事業所（小規模多機能型居宅介護）の応募
が無く、一部整備計画が進んでいない。

やや遅れている 傾向
・参画度が低い。
・60歳以上69歳以下の満足度、参画度ともに低い。

障がい者相談支援セン
ター

関係機関や地域等との連携回数　 回 4,118 5,717 増加 ◎ ８０５０問題に代表されるような、福祉サービス等利用歴が一切なく、関係機関が把握できていないケースもあ
る。

計画通り進めている

障がい者支援 地域生活支援拠点事業　登録事業所数　 か所 13 16 20 ◎
障害福祉サービスから介護保険サービスに移行した場合、切れ目なくサービスが引継がれるようにする必要が
ある。サービス提供事業所の整備が進んでいるが、緊急時の相談や受入等を行う地域生活支援拠点の充実が
必要である。

計画通り進めている

障がい者福祉の啓発 研修会により理解が深まった人の割合　 ％ 71.0 83.1 75.0 ◎
障がい者福祉に関する用語や制度の認知度は低い。
令和３年５月に障害者差別解消法が改正され、合理的配慮の義務付けは、民間事業者に対しても義務化された
ため、３年後の法施行に向けて関係団体や関係機関等への情報提供や周知啓発を行う必要がある。

計画通り進めている

傾向
・満足度、参画度ともにやや低い。
・２９歳以下の満足度が高い。
・２９歳以下及び７０歳以上の参画度が高い。

子育て相談 何らかの解決方法を知っている親の割合　 ％ 80.3 89.7 85.0 ◎ 幼児検診後、発達状況や養育環境等で経過観察となるケースが増加している。こどもとその保護者や家族に対
し関係機関が連携しより専門的に継続した支援が必要になってきている。

計画通り進めている

子育て支援 伊賀市で子育てをしたい親の割合　 ％ 92 95 95 ◎

新規会員（依頼会員、提供会員、依頼・提供会員）を増やす必要がある。
社会状況の変化により低年齢児の入所が増加しており、保育の質の向上と保育士の人材確保を図っていく必要
がある。
児童数の減少と3歳未満児の保育ニーズの増加、保育ニーズの多様化に対応するため、保育所の再編整備を
行う必要がある。

計画通り進めている

少子化対策 特定不妊治療費助成申請件数　 件 146 202 165 ◎
コロナ過により、婚活イベント等が実施しにくい状況にあった。
R４年４月より不妊治療の一部が保険適応となったが適応外の治療もあるため不妊治療についての経済的負担
が大きい可能性がある。

計画通り進めている

傾向
・29歳以下の満足度が高い。
・参画度が低い。

計画
策定時

NO. 施策キーワード 基本事業
Ａ　成果指標（KPI） 単位

R3年度
実績値

R4年度
実績値

R5年度
実績値

R6年度
実績値

目標値 進展度 課題 事業の進捗 Ｃ①　まちづくりアンケート調査結果

１-1

地域共生社会づくり

助け合いや支え合いにより、
住み慣れた地域で自分らしく暮ら
す

1-2

医療

身近なところで安心して医療を受
けることができる

1-３

健康づくり

生涯を通じ、健康に暮らすことがで
きる

1-4

高齢者支援

高齢者が､生きがいを感じながら
安心して暮らすことができる

1-5

障がい者支援

障がい者が、自分らしく安心して暮
らすことができる

1-6

子育て・少子化対策

子どもを安心して産み、育てること
ができる
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２.生活・環境

成果指標進展度 Ｂ　事務事業の効果検証

地域防災力・減災力 地域の避難所運営マニュアル 策定率　 ％ 15.4 17.9 100.0 ×
災害時に一時的に避難所を開設するのは行政で行うが、長期間の避難生活を送る場合は、地域おいて避難所
運営が必要となるが、まだ、その啓発が十分でないため、地域間での温度差があり、地域の理解が進んでいな
い。

やや遅れている

危機管理体制 危機管理関係計画等 策定率　 ％ 22.0 28.8 100.0 × 危機管理基本計画や地域防災計画等に基づくき、策定する行動計画であるが、当部局による調整機能が果た
せなかっため計画策定が進まなかった。

やや遅れている

河川維持・改修 河川浚渫(しゅんせつ)事業 対応率　 ％ 16 30 80 ×
河川浚渫には多大な費用が必要となるが、河川に対する浚渫の市民ニーズ（要望）は年々増加している。
これに対応するための財源や人員の確保、年次的な事業計画化に苦慮している。
また、大量に発生する浚渫土砂の処分先の確保が難しくなってきており事業の足枷となっている。

計画通り進めている

ため池の適正管理 廃池実施数　 実施数 1 3 20 ×
ため池は、所有者や管理者が不明確な場合が多く、私的財産であるため所有権や管理者等の整理に所要の期
間が必要である。

やや遅れている 傾向

・満足度はやや低い
・参画度はやや高い
・50歳以上59歳以下の満足度が低い。
・29歳以下の参画度が高い。

消防 消防水利 充足率　 ％ 63.19 63.23 64.00 ○

【消防総務課】
・人口減少社会において、財源が限られる中、消防施設の老朽化や定年延長制度の開始などに対応し、消防行
政サービスを維持・強化していくことが課題である。
【地域防災課】
・人口減少、少子高齢化が急速に進む中、消防団員の確保が重要な課題である。

計画通り進めて
いる

救急 現場に居合わせた人の救命処置率　 ％ 50.0 60.7 60.0 ◎ 【管理課】
・外国人を含めた救命講習会を実施していくこと。

その他（現場に居合わせ
た人の救命処置率は、計
画通り進めているが、外
国人に対する講習会は実
施出来ていない。）

火災予防 住宅用火災警報器 設置率　 ％ 70 80 80 ◎ ・アンケート調査の実施場所で数字は変化するが、一定数が設置されている。維持管理、機器の交換時期の広
報が課題である。

計画通り進められている。

傾向
・満足度、参画度ともに高い。
・２９歳以下並びに７０歳以上の満足度が高い。
・６０歳から６９歳以上並びに７０歳以上の満足度が高い。

交通安全 人身事故件数　 件 122 2
前年比▲
５％を継続

◎ 交通事故が減少するためには、現状以上の啓発や対策を、関係部局と連携し、推進する必要がある。 計画通り進めている

防犯啓発 刑法犯認知件数　 件 334 396 減少 × 安心安全な地域社会の実現を目指し、関係機関とより緊密に連携を図り、犯罪を減少させる対策を推進する必
要がある。

計画通り進めている

消費者問題 消費生活相談件数　 件 207 208 200 ◎ 消費者トラブルを未然に防止するため、特に若年層への消費者教育の推進と高齢者への啓発を実施する必要
がある。

計画通り進めている

傾向 ・満足度、参画度ともに高い傾向にある。

環境保全意識の高揚・
啓発

参加者の意識向上度　 ％ － 64 70 ○ 近年の関心の高い環境問題について把握することで、参加者の増加に向けた魅力ある環境学習会の企画・広
報を行うとともに、伊賀市独自の脱炭素に向けた取り組みについて研究を深め、周知を行う必要がある。

計画通りすすめている。

生活環境保全のため
の監視・調査

河川水質環境基準 達成度　 ％ 100 87 100 ○ BODが高いのは未処理の生活排水の流入が主な原因と考えられる。 計画通りすすめている。

不法投棄の防止 不法投棄量　（減少を目指す指標） kg 10,401 7,000 10,000 ◎ 同じ場所に不法投棄されるケースが多い。 計画通りすすめている。

傾向 ・満足度、参画度ともに高い。

ごみの処理コスト削減 年間ごみ処理経費　（減少を目指す指標） 円 13,949 11,896 13,400 ◎ ごみ質の検査により、不適切な廃棄物の混入の割合を低くすること。 計画通りすすめている。

ごみの資源化 ごみ分別アプリ登録数　 件 7,333 12,550 10,000 ◎ 粗大ごみの搬入量が年々増加している。 計画通りすすめている。

生活排水の適正処理 排水基準達成率　 ％ 100 100 100 ◎ 人口の減に伴い搬入量の減が予測されたが、現状横這いの状況であり、引き続き搬入量の調整を行いつつ適
切な処理を行う必要がある。

計画通り行っている。

傾向 ・満足度、参画度ともに高い。

上水道 地震に強い水道管路延長の割合 ％ 9 9 10 ○ ・近年の気候状況や水質変動に対応するため、配水系統の再見直しと、施設の更新を進める必要がある。
・水道管路総延長に占める耐震管路延長の更なる向上に向けた取り組みが必要である。

計画通り進めている

下水道 汚水処理人口普及率　 ％ 80.3 83.4 84.6 ○ ・汚水処理人口普及率向上に向けて取り組む必要がある。 計画通り進めている

傾向
全体的に満足度、参画度ともに高い傾向にあるが、
年代別で見ると３０歳以上３９歳以下で低い傾向にある。

計画
策定時

NO. 施策キーワード 基本事業
Ａ　成果指標（KPI） 単位

R3年度
実績値

R4年度
実績値

R5年度
実績値

R6年度
実績値

目標値 進展度 課題 事業の進捗 Ｃ①　まちづくりアンケート調査結果

2-１
危機管理

災害などの危機に強くなる

2-2

消防・救急

火災や急病などで人命が失われな
いようにする

2-３

安心な暮らし

市民が安全で、穏やかに暮らすこと
ができる

2-4

環境保全

豊かな自然環境を守り次代へ引き
継ぐ

2-5

一般廃棄物

廃棄物を減らし、再資源化し、残り
は適正に処理する

2-6

上下水道

安全でおいしい飲み水と、美しい水
環境を守る
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3.産業・交流

成果指標進展度 Ｂ　事務事業の効果検証

観光誘客と情報発信 旅行消費額　 円 11,953 11,827 15,257 △ DMO組織確立のための人員確保 やや遅れている

観光客の受け入れ リピーター率　 ％ 48 59.02 53 ◎ 年間を通じて集客が見込めるような新たな事業・サービスの創出 計画通り進めている

傾向
・満足度、参画度ともに平均値と同水準。
・２９歳以下の満足度、参画度が高い。
・６０歳以上６９歳以下の参画度が低い。

農畜産物の生産振興 伊賀米の１等米比率　 ％ 53 72 70 ◎ ・毎年のシカの個体数が2,000頭以上あり、さらに効果的に減少させるための捕獲方法の検証を進める。
・サルが増えすぎないよう、頭数及び群れの行動の監視を続ける必要がある。

計画通り進めている

農業・農村の多面的機
能維持向上

認定農用地面積　 h 4,057 4,025 4,250 ○
既活動組織では高齢化や組織の担い手不足により、共同作業の規模縮小や休止組織の増加が見込まれるた
め、今後も継続した取り組みができるよう研修や支援体制を強化する必要がある。また、引続き未取組地域への
事業推進に努める必要がある。

計画通り進めている

担い手の確保・育成 認定農業者数　 人 230 214 240 ○
・中山間地域等直接支払交付金は取組をおこなっている構成員の高齢化によりマンパワーが不足してくる傾向
にある。
・農業者の高齢化、後継者不足。

計画通り進めている

地産地消 伊賀スマイル給食 実施回数　 回 0 19 12 ◎
天候等で野菜など、要望どおりの食材供給ができない場合がある。その際には代替材料の準備や、メニュー変
更などが生じる場合がある。給食センター等と供給元であるJAと連絡調整を深め、引き続き取り組みやすい制
度にしていく。

計画通り進めている 傾向
・満足度、参画度ともに高い（平均値より10％以上）。
・３０歳以上３９歳以下の満足度が特に高い。
・７０歳以上の参画度が一番高い。

森林環境の整備 境界明確化 実施面積　 h 186 223 200 ◎
林業の担い手不足・経営意欲の低下などにより、所有者不明・境界未確定・未整備な森林が増加している。森
林・里山の荒廃が進み、防災面からも森林の多面的機能の回復が必要となっている。小規模森林の所有者割合
が多いため、施業地の団地化など森林経営の効率化が必要である。

計画通り進めている

森林資源の利活用 未利用間伐材 搬出量　 t 1,550 1,828 2,000 ○
木材価格が低迷し、林業の持続的かつ健全な発展が望めない状況となっている。木材の地域内利用など、森林
資源の地域循環のしくみを再構築する必要がある。森林所有者等による未利用間伐材の搬出・利活用を推進す
ることで林地残材を減らし、くらしの安心・安全を守る災害に強い森林づくりが必要である。

計画通り進めている

傾向
・満足度、参画度ともに平均値より若干低い。
・２９歳以下の満足度、参画度が高い。
・７０歳以上の満足度が低い。

市街地整備 中心市街地の人口社会増　 人 27 -6 71 ×

平成20年度に作成した街なみ環境整備事業計画に基づき、住環境整備の整備が計画的に進み、赤井家住宅
等城下町にふさわしい施設が運営されているが、庁舎移転後の方針決定の遅れ、コロナ禍による観光客の減
少、地域商業の衰退等の影響により、ハード、ソフト両面から取り組むべき施策において、ソフト面の取り組みが
伴わず、成果の可視化ができなかったため、満足度、参画度ともに低い結果となっていると考えられる。

計画通り進めている

中心市街地の商業の
活性化

空き店舗等活用件数　 件 3 9 23 ◎ 空き店舗の活用意向調査を実施した結果、実際に物件情報として公開可能となった件数が４件であり、地域特
性として空き店舗であっても住居兼用の物件が多く、店舗部分の活用が進まないケースが多い。

計画通り進めている

傾向
・満足度（37/38位）、参画度（24/38位）ともに低い。
・特に満足度が低い。
・２９歳以下の参画度、満足度が高い。

商工業の活性化 上野商工会議所・伊賀市商工会 組織率　 ％ 52.10 53.79 51.00 ◎

・コロナの影響により、あらゆる物産イベントが中止となっている。新しい生活様式などを意識し工夫して、持続可
能な事業計画を立てる必要がある。
・長引くコロナ禍の影響を受け、低迷している事業者の生産意欲及び販売意欲を高揚させる取り組みが必要で
ある。

計画通り進めている

企業立地 新規立地企業件数　 件 5 8 12 ◎

・奨励制度の内容が周辺他市と比べて見劣りする。インセンティブとするには、製造業に限らない業種への奨励、
奨励金の増額、高度人材の確保に対する奨励が必要であると考える。
・市内の遊休地の情報確保が困難であり、事業者から工業用地についての問い合わせが多数あるが、紹介でき
る物件がない。

計画通り進めている

傾向
・満足度は平均値より低く、参画度は平均値を若干上回る。
・２９歳以下の満足度が高い。
・参画度は年齢でのばらつきが少ない。

就労支援、職業相談 有効求人倍率（就業率）　 率 1.31 1.27 1.33 ○

・合同就職説明会への参加企業と参加学生等の増加を図る必要がある。
・各地域で行う高齢者職業相談の参加者が少ない。
・有効求人倍率が1を大きく超えているが、求人する側の企業にとっては人材が得られないという支障が存在す
る。

計画通り進めている

創業支援 起業数　 件 3 9 12 ◎

・ゆめテクノの取り組みの成果や費用対効果の見える化が必要である。
・創業する業種が偏っている。（飲食店が多い）
・創業相談者に対するサポート体制が十分とは言えない。行政、商工団体、インキュベーションマネージャー、金融
機関等の連携強化が必要である。

計画通り進めている

傾向
・満足度、参画度ともにかなり低い。
・年齢別では、２９歳以下の満足度が一番高い。
・６０歳以上６９歳以下の参画度が低い。

計画
策定時

NO. 施策キーワード 基本事業
Ａ　成果指標（KPI） 単位

R3年度
実績値

R4年度
実績値

R5年度
実績値

R6年度
実績値

目標値 進展度 課題 事業の進捗 Ｃ①　まちづくりアンケート調査結果

3-１
観光

観光客を呼び込み、もてなす

3-2

農業

自然と共存し、人と人がつながる農
業を元気にする

3-3

森林保全・林業

森林や里山を大切にし、林業を元
気にする

3-4
中心市街地活性化

中心市街地の賑わいをつくる

3-5

商工業・産業立地

地域の特性を活かし、商工業活動
を盛んにする

3-6

就業・起業

だれもが働きやすく、働く意欲が持
てる
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４.生活基盤

成果指標進展度 Ｂ　事務事業の効果検証

コンパクトシティ・プラ
ス・ネットワーク

誘導区域内への誘導率　 ％ 59 86 上昇 ◎ 年度毎に誘導率の差が大きい。 計画通り進めている

良好な景観形成 届出書の適合率　 ％ 85.5 88.33 上昇 ◎ 家屋の新・改築等において景観形成基準に適合させる事は、少なからず私権を制限する事になることから、城下
町の景観保全・形成に対する市民等への周知が必要である。

計画通り進めている

傾向
・満足度は年齢区分が上がるにつれて不満の割合が大きくな
る。
・２９歳以下は満足度、参画度ともに高い。

木造住宅等の耐震化 住宅の耐震化率　 ％ 82 82 88 ○ 継続的に耐震診断等の啓発活動を持続し、木造住宅の耐震化率の向上に努める必要がある。 計画通り進めている

市営住宅の建替・改善 市営住宅の改善 累計　 件 2 4 10 ◎ ・長寿命化計画に基づく市営住宅の用途廃止の推進、建替えや改善等の具現化に向けて取り組む必要がある。
・答申を受けた市営住宅のあり方について実行計画を立てる必要がある。

計画通り進めている

空き家対策 空き家等数　 棟 2052 2075 2050 ◎

空き家の増加、人口減に伴い、全国的な移住者の獲得競争が始まっている。選ばれる空き家バンクになるよう更
に事業の魅力向上を図る必要がある。古民家再生活用偉業は、㈱NOTE伊賀上野による資金調達が計画通り
に進んでおらず2期事業の着手に至っていない。地域に悪影響を及ぼしている特定空家は年々増加しており、所
有者不明（不存在）のケースも増加しており、対応が困難化している。

計画通り進めている

傾向

・満足度は「満足」、「やや満足」が過半数を超えている。
・参画度は「あてはまる」、「少しあてはまる」が過半数を超え
ている。
・29歳以下の満足度が最も高い。
・29歳以下の参加度が最も高い。

道路 道路改良事業 進捗率　 ％ 78.40 90.10 100 ◎ 橋梁修繕・点検事業や河川浚渫事業に対する維持修繕事業が増大し、道路改良事業への予算確保が困難な
状態である。

計画通り進めている

橋梁 橋梁 修繕率　 ％ 32.18 68.40 100 ◎ 市の管理する橋梁数は約1500橋と膨大であり、市の財政が逼迫している中、橋梁に係る修繕工事費用は莫
大となる。また橋梁修繕工事の施工は出水期以外に限られ工期も長くなる傾向にある。

計画通り進めている

傾向

・道路施策に対する市民の満足度は全施策のほぼ平均（満
足度平均値52.6%）であり、参画度は高い（参画度平均値
43.7%）。
・29歳以下の満足度（64.5%）が高い。
・参画度は全年齢において、ほぼ平均であるが高齢化するに

地域バス交通の確保
維持

市内バス年間利用者数　 人 503,269 350,646 503,000 × 人口減少や少子高齢化、マイカー依存の進展に加え、コロナ禍の影響による利用者の減少などにより、運行経
費が増嵩傾向にあり、持続可能な交通体系の構築に向けた取り組みや見直しが必要である。

計画通り進めている

鉄道網整備 関西本線年間利用者数　 人 1,458,143 1,077,350 1,458,000 △

・鉄道利用者が年々減少してきたなか、さらにコロナ禍における「新しい生活様式」の進展に伴う利用者減によ
り、鉄道事業は危機的な状況を迎えている。
・地域活力の維持活性化を目指し、利用促進に向けての施策や手法を検討してきたが、令和４年度以降、ＪＲ西
日本では輸送密度が低い線区の見直しを始めており、これまでの取り組みでは線区の維持も厳しくなっていく状
況である。

計画通り進めている

伊賀線活性化 伊賀線年間利用者数　 人） 1,279,625 1,039,153 1,580,000 ×

・伊賀線公有民営化５年間の実績を踏まえた中間評価では、今後、計画に掲げた増収策を展開しても伊賀鉄道
㈱の収支改善が当初の再構築実施計画による収支改善まで進まない予想となっている。今後もさらなる経営改
善に向け、利用促進を実施することによる収益増やコスト削減につながる具体的な取組みを同社や地域などと
連携して取り組む必要がある。

計画通り進めている

傾向
・２９歳以下の満足度が高いが、全世代の満足度が低い
・30歳以上39歳以下の参画度が低い。

計画
策定時

NO. 施策キーワード 基本事業
Ａ　成果指標（KPI） 単位

R3年度
実績値

R4年度
実績値

R5年度
実績値

R6年度
実績値

目標値 進展度 課題 事業の進捗 Ｃ①　まちづくりアンケート調査結果

4-１

都市政策

適正な土地利用によりまちの魅力
を高める

4-2
住環境整備

だれもが安心な住環境で暮らせる

4-3

道路

道路ネットワークによって移動がし
やすい

4-4

公共交通

身近なバスや鉄道に愛着を持ち、
みんなで支える
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５.教育・人権

成果指標進展度 Ｂ　事務事業の効果検証

人権啓発 参加者の意識向上度　 ％ 48.9 59.9 58.9 ◎
市民の人権意識の高揚に向けて、今後のアフターコロナも見据えた、より効果的な啓発方法を創出することが必
要である。

計画通り進めている

非核平和 中学３年生の平和への貢献度　 ％ 74.7 85.3 83.0 ◎
戦争体験者が年々減少する中、戦争の悲惨さと平和の尊さを将来世代へ伝承していくための啓発のあり方を検
討する。

計画通り進めている

男女共同参画 女性登用率　 ％ 23.4 24.9 30.0 △
市民意識調査の結果からも、依然固定的な性別役割分担の意識が根強いという実態があることから、男女共同
参画の意識を定着させていくため、継続的に事業を展開していく必要がある。

計画通り進めている

傾向
・参画度は、全世代共通で低い傾向にある。
・29歳以下の若年層の満足度が比較的高い。

同和施策 参加者の意識向上度　 ％ 62.7 60.2 72.7 △
第４次伊賀市同和施策推進計画を策定する。
国への償還が完了することに伴い、住宅新築資金等特別会計を終了し、一般会計で貸付金の早期回収を促進
する。（Ｒ５歳入からの繰上充用は行わない予定。）

計画通り進めている

隣保館・児童館・教育
集会所

年間相談 延件数　 人 3,149 3,560 3,100 ◎

ニーズ調査結果をもとに、各隣保館等施設ごとの課題を明確にし、アフター・コロナの事業を展開する。
老人憩いの家等の周辺関係施設の必要性の検証。
人権政策課・支所の啓発・研修事業と共に、部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消に向け、効果的な人権
啓発や人権学習等をＤＸを活用して行う検討を行う。
隣保館の総合相談事業の更なる充実と、伴走型支援事業の充実及び、周辺地域をも巻き込んだ事業の展開と
利用（理解）促進。

計画通り進めている

傾向

・満足度はやや高く、参画度はやや低い。
・２９歳以下の満足度が高い。
・７０歳以上と、３０歳以上３９歳以下と、５０歳以上５９歳以下
の参画度が低い。（新型コロナの影響もあった。）

学校マニフェスト 学校改善に努めていると感じる保護者の割合　 ％ 90.0 88.9 90.0 ○

・学校運営協議会を中心とした、コミュニティ・スクールの推進をスムーズにスタートさせるよう努めなければなら
ない。
・令和３年度は全国学力・学習状況調査は、全国平均より小学校は「やや上回る」、中学校は「やや下回る」とい
う結果であることから授業改善等の学力向上の取組が課題である。

計画通り進めている

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合　 ％ 76.8 74.2 80.0 ○

児童生徒の支援 個別の教育支援計画・指導計画の作成割合　 ％ 100.0 100.0 100.0 ◎
・生徒指導上の課題に対する未然防止・早期解決にあたる。
・特別な支援を必要とする児童生徒が増加傾向にある中、通常学級における児童生徒のニーズにあった支援を
推進していく必要がある。

計画通り進めている

情報モラル学習を実施する学校の割合　 ％ 100.0 100.0 100.0 ◎ 傾向
・平均と比べ、満足度、参画度ともにやや高い。
・29歳以下の満足度が高い。
・50歳以上の参画度が低い。

校区再編 複式学級数 学級 2 2 0 ×

既に一定の統合を行った小学校や、伊賀市校区再編計画にない地域の小学校においても、児童数が減少して
いる。
通学方法においても、スクールバスの運行台数が増加し、路線や運航形態も複雑化しており、遠距離通学に係る
補助制度にも地域間で格差が生じている。

計画通り進めている

学校施設整備 施設改善率 ％ 0 8.8 17.6 ◎
時代の変化に伴う課題（統廃合、空調、トイレ、調理室など）や情報教育の推進等、従来の維持修繕ではなく、学
習環境の向上や機能充実が必要になる。また、材料費の高騰により事業費の増加が懸念される。

計画通り進めている

傾向
・50歳以下の子育て世代の満足度、参画度は比較的高い
が、５０代については他の世代に比べ満足度、参画度ともに低
くなる。

生涯学習 人材育成講座 参加者数 人 274 492 480 ◎ 成人式開催周知など、対象者への働きかけを具体化していくことが必要です。 やや遅れている

図書館活動 図書館年間入館者数　 人 80,523 62,224 352,000 × 各取り組みを広く周知する必要がある。 計画通り進めている

子ども読書活動 児童書の年間貸出冊数　 冊 118,710 123,497 145,000 ○ 読み聞かせボランティア数が減少している。 計画通り進めている

青少年健全育成 体験事業参加者数　 人 7,360 1,844 7,500 × 　青少年育成に携わる団体の支援について検討が必要であると考えています。 計画通り進めている 傾向
・平均と比べ、参画度が低い。
・29歳以下の満足度が高い。
・50歳以上59歳以下の参画度が低い。

5-4
教育環境

子どもたちが、安心して学べる

5-5

生涯学習

生涯を通じ、生きがいを持ち活躍
できる

5-１

人権尊重・非核平和

人権に対する正しい知識を習得す
る

5-2
同和問題

部落差別をなくす

5-3

学校教育

子どもたちが、未来に夢や希望を
持てる

R3年度
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実績値

R6年度
実績値

目標値 進展度 課題 事業の進捗 Ｃ①　まちづくりアンケート調査結果
計画

策定時

NO. 施策キーワード 基本事業
Ａ　成果指標（KPI） 単位
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６.文化・地域づくり

成果指標進展度 Ｂ　事務事業の効果検証

住民自治 キラっと輝け！地域応援補助金 申請件数　 件 11 42 81件
(累計) ◎
新型コロナウイルス感染症の影響により、住民自治活動にも多大な影響が生じている。持続可能な地域づくりに
向けて、「新しい生活様式」などを意識した住民自治活動を実施いただく必要があることから、そのための支援
についても地域のニーズを把握した見直しを検討する必要がある。

計画通り進めている

市民活動 市民活動支援センター 利用件数　 件 1,307 941 1,372 ×

少子高齢化の進展により、市民活動団体の構成員の高齢化が進み、特にコロナ禍においては活動の継続性が
危惧されている。そのような状況の中で、各団体の活動を維持するためにも、市民活動支援センターの利用促進
と市民活動支援員のスキルアップ及び相談体制の充実が必要となり、中間支援窓口としての施設の効果的・効
率的な運用が必要である。

計画通り進めている

傾向
・満足度、参画度とも決して高いとは言えない。
・４０歳以上４９歳以下の満足度が低い。
・４９歳以下の参画度が低い。

多文化交流 日本人との交流がある外国人の割合　 ％ 22.8 56.0 30.0 ◎
・互いの文化背景や多様性を認め合い、住みよさが実感できる多文化共生社会の実現に向け、市民、住民自治
協議会、各種団体、行政など「オール伊賀市」で取り組むための施策や協力体制などのプランが定められていな
い。

計画通り進めている

外国人住民への支援 ％ 79.8 92.0 84.0 ◎
・コロナ禍の中、相談件数が倍増しており、相談手法やDXを活用した手法の多様化を検討し効率化を図る必要
がある。
・多文化共生センターを活用した事業を行っていくうえで、ボランティア育成が必要である。

計画通り進めている

傾向
・５０歳以上５９歳以下の満足度が低い。
・５０歳以上５９歳以下の参画度が低い。

文化・芸術振興 市民美術展覧会 出品者数、鑑賞者数　 人 1,542 1,233 2,000 × ・市展いがに高校生が参加できる支援が必要。
・市展いがの観覧者が微減している。

計画通り進捗している

文化施設維持管理 ％ 20.0 23.0 30.0 △ 展示部門（崇広堂・赤井家住宅・入交家住宅・青山讃頌舎）での事業（ぶんと主催・共催）では26事業における
子どもの参加率が10.0％となっており、 来訪を促す仕掛けが必要となっている。

計画通り進捗している

芭蕉翁顕彰 芭蕉祭献詠俳句等応募数　 点 36,829 38,713 40,000 ○ 献詠俳句児童・生徒の部応募数が年々減少している。少子化の影響もあると思われるが、次世代へ繋いでいく
ため、芭蕉のふるさととして俳句の普及に係る取り組みが必要。

計画通り進捗している

傾向

・満足度は高いが、参画度は低い。
・49歳以下の満足度が60％を超え、特に29歳以下の満足
度が高い。
・すべての年齢層において参画度が低い。

文化財保護 指定及び登録文化財数（累計）　 件 500 502 520 ×
・文化財の保存・修理は、多額の費用と期間を要する。伊賀市には、多数の文化財が所在するため、対応できる
件数に限りがある。劣化している文化財の保存修理等に即応できない場合がある。
・開発に伴う埋蔵文化財調査は、開発面積が広い場合は、現在の市の体制では対応が困難である。

計画通り進めている

文化財の活用 文化財施設 入館者数　 人 17,108 16,787 18,000 ○ ・活用事業への参加者を増やすため、情報発信に取り組む必要がある。
・身近な歴史や文化財の成り立ちや価値を伝えるため展示施設の整備に努める必要がある。

計画通り進めている

歴史まちづくり 歴史的風致維持向上計画事業 進捗状況　 ％ 21.0 21.0 63.0 × ・初瀬街道阿保宿、大和街道島ヶ原宿では、歴史的風致維持向上に向けた取り組みの成果が見える形となって
いない。

やや遅れている

歴史資料の整理・保
存・管理

歴史資料 閲覧件数 件 40 66 50 ◎ ・寄付等により収集した資料を活用し、伊賀市の歴史の魅力を周知する取り組みが必要である。 計画通り進んでいる 傾向
・平均と比べ、満足度が高い。
・29歳以下の満足度が高い。
・70歳以上の参画度が高い。

スポーツ振興 スポーツ活動実施率　 ％ 28.8 53.6 43.2 ◎

　推進計画が目指すところであるスポーツ活動への無関心や価値観の多様化などでスポーツを実施されていな
い方はもとより、市民等が生活の中にスポーツを取り入れ、健康で豊かな生活を営めることを目指し、気軽にス
ポーツを楽しめる実施環境や機会を整え、成人の週１回以上のスポーツ実施率を高めていく必要がある。
　また、アフターコロナ等を見据え「新しい生活様式」にも配慮し、イベントの在り方や各種団体の自主的な運営
を図り組織の活性化を図るうえでも団体事務局の移管や支援方法の在り方について検討が必要である。

計画通り進めている

スポーツ施設再編・維
持管理

スポーツ施設 稼働率　 ％ 45.96 41.22 55.15 △

・低グレードで利用率の低い小規模な施設が点在しており、再編整備計画に基づき集約化・多用途化を進め、
長寿命化を行う施設について改修工事を実施する。
・施設利用率向上の為、施設を知ってもらえる案内情報の提供が必要である
・利用利便性の向上のため、システム予約導入などの検討が必要。

計画通り進めている

傾向
・満足度は、ほぼ２分されている。
・参画度は、全体的に低いが高齢者では高い。

魅力発信 ふるさと納税人数　 人 6,791 18,348 12,000 ◎
これまでふるさと納税制度などを活用し、新たな伊賀市のファンの拡大に取り組んできたが、獲得した関係人口
に地域づくりの担い手として活躍してもらう機会が必要なので、今後は、地域との関わりへの想い（関わる楽し
さ、関わりでの達成感等）となるようなステップアップのための施策が必要となる。

計画通り進捗している

地域人材育成 20～30代の年間転入超過数　 人 ▲9 ▲456 50 ×

若者世代の転出超過（転入＜転出）に歯止めがかかっておらず、現時点では、シビックプライド関連の取り組み
が、直接、若者世代の流出抑制に好影響を及ぼしているとまでは言えない。
また、若者会議は活動を行っている構成員が登録者数の割に限定的となっており、明確な成果目標などの設定
が無いことにより、活動が停滞気味となっている。

計画通り進捗している

移住・交流 相談を通じた移住者数　 人 88 422  362人
(累計) ◎

移住、交流事業では、コロナ禍の影響により対面での移住相談会を開催することが出来ないことから、移住希望
者とのコミュニケーションが図りにくい。
地域おこし協力隊については、国では定員増を見込んでおり予算も増額していることから本市でも隊員の増加
を図るため、受入団体の確保を進める必要がある。

計画通り進捗している

傾向
・満足度、参画度ともに低く、特に参画度が低い。
・若者の満足度は他の年代と比較すると高い。

計画
策定時

伊賀市に住んでよかったと感じている外国
人の割合

自主事業の入場者数全体に占める子ども
の割合

NO. 施策キーワード 基本事業
Ａ　成果指標（KPI） 単位

6-1

住民自治・市民活動

住民自治活動、市民活動やボラン
ティア活動が活発に行われる

6-2

多文化共生

国籍や文化の違いを認め、共生す
る

6-3

文化・芸術

豊かな感性を育む文化・芸術に親
しむ

R3年度
実績値

R4年度
実績値

R5年度
実績値

R6年度
実績値

目標値 進展度 課題 事業の進捗 Ｃ①　まちづくりアンケート調査結果

6-4

歴史・文化遺産

歴史や文化遺産を守り、未来へと
引き継ぐ

6-5

スポーツ

気軽にスポーツを楽しむことができ
る

6-6

定住・関係人口

ファン獲得・拡大と地域への人口定
着の推進
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７.計画の推進

成果指標進展度 Ｂ　事務事業の効果検証

広聴機能 市ホームページで寄せられた意見件数　 件 769 956 900 ◎
・広聴機能の充実を図り、市民の市政参画を更に促進する必要がある。
・ＨＰからの広聴機能（市への提案・提言）やeモニター制度などの認知度が低い。

計画通り進めている

広報活動 市ホームページ アクセス数　 件 3,878,604 6,945,933 4,200,000 ◎ 広報アンケートの結果を検証し、市民のニーズあった効果的な情報発信に取り組んでいく必要がある。 計画通り進めている

情報公開･個人情報保
護

件 0 1 0 × 情報公開により求める内容が多様化しており、情報公開及び個人情報開示請求の公開・開示決定に際し、高度
な判断を要する事案が増えている。

計画通り進めている

傾向

・満足度は昨年度より2.8ポイント上昇しており、多様な広報
媒体により市政情報の共有化が図られたと考えられる。
・参画度は昨年度より6.9ポイント下降しており、年代が低い
ほど参画が少ない傾向にある。

持続可能な財政運営 実質公債費比率　 ％ 11.4 10.5 概ね９％を超えないこと◎

・令和５年度から６年度にかけて、現在進行している「にぎわい忍者回廊整備に関するＰＦＩ事業」、「伊賀市新斎苑整備運
営事業ＰＦＩ事業」などの大型事業があることから、一時的に起債が増嵩する可能性を見込んでいる。
・人事制度の退職延長制度や会計年度任用職員の増加など人件費等の増嵩が見込まれ、一般財源の適正な規模堅持
が課題になること懸念される。

計画通り進めている

将来負担比率　 ％ 77.2 68.7 50％台後半 ◎ ・公募売却で買い手が付かず、随意売却することとなった建物付きの物件については、建物価格の減価を反映
すべく再鑑定の必要がある。

計画通り進めている

公有財産の有効活用 公共施設縮減面積　 万㎡ 8.1 10.1 12.6 ◎ ・公募売却で買い手が付かず、随意売却することとなった建物付きの物件については、建物価格の減価を反映
すべく再鑑定の必要がある。

計画通り進めている

複合化で機能移転した施設数　 か所 2 8 22 ◎

・コロナ禍により、新規または確実な課税対象者に絞って臨戸調査を行ったため、前年度と比べ調査件数が減少した。
・電話催告等常に新たな手法を考え、納期内納付者を増やし現年度収納率を向上させる。
・所管課によって取組の差があり移管手続きが進まないことや、人的制限により法的回収手段を継続していくことが難し
い。

計画通り進めている

税収確保と債権管理 滞納繰越債権額　 億円 21.9 20.4 17 ◎

・コロナ禍により、新規または確実な課税対象者に絞って臨戸調査を行ったため、前年度と比べ調査件数が減少した。
・電話催告等常に新たな手法を考え、納期内納付者を増やし現年度収納率を向上させる。
・所管課によって取組の差があり移管手続きが進まないことや、人的制限により法的回収手段を継続していくことが難し
い。

計画通り進めている 傾向
・満足度、参画度ともにやや低い。
・４０歳以上４９歳以下の満足度が低い。
・６０歳以上６９歳以下の参画度が低い。

人事制度の運用と人材
育成

人事評価で標準得点を上回る職員割合　 ％ 78.4 83.7 85.0 ○ ・職員採用試験には全国から受験があったが、面接や採用で辞退者が多かった。
・令和5年度からの定年引き上げに伴い各種制度に係る本市の方針を決定する必要がある。

計画通り進めている

職場環境の整備 ストレスチェックの受検職員割合　 ％ 85.5 89.2 90.0 ○ ・時間外勤務の上限を超えている勤務状況が依然として見られる
・メンタル面での不調を抱える職員が多い。

計画通り進めている

行政組織（機構）の見
直し

有効改善提案の割合　 ％ 66.6 － 33.3 × 複雑化する行政課題に対応できる組織となっているか常にチェックする必要がある。 計画通り進めている

傾向
・昨年度に比べ満足度は1.2ポイント、参画度は4.6ポイント
上昇しているが、施策全体の中では依然として低い値となって
いる。

定住自立圏 圏域自治体の人口 人 96,439 94,976 91,038 ◎
　圏域人口の減少率が大きい。
　圏域の一体感の醸成を図るべく、自治体間の連携とともに、住民間の交流をさらに深める必要がある。
　圏域内外への働きかけや、更なる情報発信が必要である。

計画通り進めている

広域連携 共同研究参加者の満足度　 ％ 100 100 100 ◎

・三重県、名張市との連携
　他の研修プログラムに比べると参加する職員の負担が大きい。
・いこか連携
　コロナ禍により適宜、推進体制等は見直してきたが、具体的な連携事業は実施を見送っている状況である。

計画通り進めている

傾向
・満足度、参画度ともに他の施策と比べると低い。
・29歳以下の満足度が高く、70歳以上の参画度が高い。

デジタルトランスフォー
メーション

オンラインで申請可能な行政手続の数　 件 7 7 40 ×

・令和４年度からは、複数のDX事業の取り組みが予想されるため、「DX推進は我が事」との職員意識を醸成し、
庁内DX事業に部局横断的に取り組む協力体制の強化を進める必要がある。
・まだまだ内部的で、市民に行政のDX改革が理解されているとは言い難い。
・DX事業推進に伴い増加する情報システムの運営管理を増強する必要がある。

その他（ほぼ計画どおり
進めている。）

業務改善 計画期間に改善を図った事務事業の件数　 件 0 0 150 ×

・「レビュー」事務はゴールでなく、レビューで評価された「改善」（縮小、廃止を含む）の実行を担保する体制の
強化が必要である。
・社会の変革期に対応した総合的行政経営改革の実施に向けた取り組み方法を検討する必要がある。
・公民共創は、民間との癒着とも取られかねない側面を有していることから、透明性の確保に向けた対策が必要
である。

その他（まだ端緒につい
たばかりである。）

傾向

・満足度、参画度ともに低い。⇒「市民の関心がまだ低い」
・４０歳以上４９歳以下の満足度が低い。⇒年代ニーズの行政
手続きのオンライン化がまだできていないのが理由か？
・３０歳以上３９歳以下の参加度が高い。⇒年代ニーズの子育
て行政手続き等が一部オンライン化できているのが理由か？

情報公開・個人情報保護審査会で妥当で
ないと判断された件数

7-4

広域連携

圏域全体の活性化につながる広域
的な連携

7-5

デジタル自治

デジタル技術の活用による市民
サービスの向上と効率的な行政運
営の実現

7-1

広聴広報

理解と共感につながる市政情報の
共有化

7-2
財政運営

健全な財政運営

7-3

組織・人事

市民の期待に応えられる組織・人
づくり

R3年度
実績値

R4年度
実績値

R5年度
実績値

R6年度
実績値

目標値 進展度 課題 事業の進捗 Ｃ①　まちづくりアンケート調査結果
計画

策定時

NO. 施策キーワード 基本事業
Ａ　成果指標（KPI） 単位
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Ｃ②　まちづくりアンケート調査結果

１.健康・福祉 ３.産業・交流 ５.教育・人権 ７.計画の推進

２.生活・環境 ４.生活基盤 ６.文化・地域づくり

満足度平均 52.6％

参画度平均 43.7％

満足度平均 52.6％

参画度平均 43.7％

満足度平均 52.6％

参画度平均 43.7％

満足度平均 52.6％

参画度平均 43.7％

満足度平均 52.6％

参画度平均 43.7％

満足度平均 52.6％

参画度平均 43.7％

満足度平均 52.6％

参画度平均 43.7％
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